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要旨
本アプリケーションノートでは、R8C/L3AM グループのパワーオフ 1 モードを使用して、パワーコント

ロールを行うための設定方法と、パワーオフモード時のデータ管理方法について説明します。

対象デバイス
R8C/L3AMグループ

本アプリケーションノートを他のマイコンへ適用する場合、そのマイコンの仕様にあわせて変更し、十

分評価してください。

R01AN0366JJ0101
Rev.1.01
2012.1.6

R8C/L3AMグループ

パワーオフ1モードを使用したパワーコントロール



R8C/L3AMグループ パワーオフ1モードを使用したパワーコントロール

R01AN0366JJ0101 Rev.1.01 Page 2 of 29
2012.1.6

目次

1. 仕様.............................................................................................................................. 3

2. 動作確認条件 ............................................................................................................... 4

3. ハードウェア説明 ........................................................................................................ 4

3.1 使用端子一覧 ................................................................................................................................... 4

4. ソフトウェア説明 ........................................................................................................ 5

4.1 動作概要 .......................................................................................................................................... 5

4.2 データフラッシュ領域の書き込みアドレス検索方法 ...................................................................... 6

4.2.1 空レコード検索 (データ “FFh”サーチ) ...................................................................................... 6

4.3 必要メモリサイズ .......................................................................................................................... 10

4.4 定数一覧 ........................................................................................................................................ 10

4.5 構造体 /共用体一覧 .........................................................................................................................11

4.6 変数一覧 .........................................................................................................................................11

4.7 関数一覧 .........................................................................................................................................11

4.8 関数仕様 ........................................................................................................................................ 12

4.9 フローチャート.............................................................................................................................. 15

4.9.1 メイン処理.............................................................................................................................. 15

4.9.2 リセット要因判別処理............................................................................................................ 16

4.9.3 システムクロック設定処理 .................................................................................................... 17

4.9.4 ユーザプログラム処理............................................................................................................ 18

4.9.5 タイマRE初期設定処理.......................................................................................................... 19

4.9.6 パワーコントロール処理 ........................................................................................................ 20

4.9.7 レコード書き込みアドレス初期設定処理 ............................................................................... 21

4.9.8 データ書き込み制御処理 ........................................................................................................ 24

4.9.9 書き込みデータ設定処理 ........................................................................................................ 24

4.9.10 ブロックイレーズ処理............................................................................................................ 25

4.9.11 プログラムコマンド処理 ........................................................................................................ 26

4.9.12 フルステータスチェック処理 ................................................................................................. 28

5. サンプルコード.......................................................................................................... 29

6. 参考ドキュメント ...................................................................................................... 29



R8C/L3AMグループ パワーオフ1モードを使用したパワーコントロール

R01AN0366JJ0101 Rev.1.01 Page 3 of 29
2012.1.6

1. 仕様
標準動作モードからプログラムでパワーオフ 1モードへ移行します。WKUP0端子に “L” パルスを入力す

るか、1分経過することにより、パワーオフ 1モードを解除してリセット動作します。パワーオフ 1モード

解除によるリセット回数をカウントし、データフラッシュにカウントデータを書き込みます。

表 1.1に使用する周辺機能と用途を、図 1.1に動作例を示します。

図 1.1 動作例

表 1.1 使用する周辺機能と用途

周辺機能 用途

タイマRE パワーオフ1モードからの復帰要因

フラッシュメモリ リセット回数の書き込み

発振

動作モード

高速オンチッ
プオシレータ
クロック

停止

電源投入

WKUP0端子

“H”

“L”

停止 発振 停止

低速オンチッ
プオシレータ
クロック

発振

WKUP0端子による
パワーオフ1モード解除

停止 発振

パワーオフ1モード移行
タイミング

パワーオフ1モード移行
タイミング

パワーオフ1モード移行

低速オンチップ
オシレータ

低速オンチップ
オシレータ

パワーオフ1
モード

高速オンチップ
オシレータ

高速オンチップ
オシレータ

パワーオフ1モード移行
タイミング

パワーオフ1モード移行

停止

発振

高速オンチップ
オシレータ

1min

低速オンチップ
オシレータ

タイマRE割り込みによる
パワーオフ1モード解除

発振

停止

パワーオフ1
モード

低速オンチップ　　
オシレータ　　

発振低速クロック

パワーオフ1モード移行時に
WKUP0端子が“L 、”の場合 
すぐにパワーオフ1モード解除

パワーオフ1モード移行
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2. 動作確認条件
本アプリケーションノートのサンプルコードは、下記の条件で動作を確認しています。

3. ハードウェア説明

3.1 使用端子一覧

表 3.1に使用端子と機能を示します。

表 2.1 動作確認条件

項目 内容

使用マイコン R8C/L3AMグループ

動作周波数 ・高速オンチップオシレータクロック：40MHz(標準 )
・XCINクロック：32.768kHz
・システムクロック：20MHz
・CPUクロック：20MHz

動作電圧 5.0V(2.7V～5.5Vで動作可能 )

統合開発環境 ルネサス エレクトロニクス製
   High-performance Embedded Workshop Version 4.07

Cコンパイラ ルネサス エレクトロニクス製
   M16C Series, R8C Family C Compiler V.5.45 Release 01

コンパイルオプション
   -D__UART0__ -c -finfo -dir "$(CONFIGDIR)" -R8C
   (統合開発環境のデフォルト設定を使用しています )

表 3.1 使用端子と機能

端子名 入出力 内容

WKUP0 入力 パワーオフモード解除入力
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4. ソフトウェア説明

4.1 動作概要

標準動作モードからプログラムでパワーオフ 1モードへ移行します。WKUP0端子に “L” パルスを入力す

るか、タイマRE割り込みによりパワーオフ1モードを解除します。タイマRE割り込み要求は、分周期割り

込みタイミングで発生します。パワーオフ 1 モード解除によるリセット回数をカウントし、データフラッ

シュにカウントデータを書き込みます。

＜設定＞

•タイマREのカウントソースは fC4を使用します。

• 24時間モードを選択します。

•タイマRE割り込み(分周期割り込み )を使用します。

•パワーオフモードは、パワーオフ1モードを使用します。

(1) リセット要因判別
判別するリセット要因は、以下の通りです。
＜リセット要因＞

・コールドスタートハードウェアリセット
・電圧監視0リセット

・ソフトウェアリセット
・ウォッチドッグタイマリセット
・ウォームスタートハードウェアリセット
・パワーオフ1モード解除

(2) 空レコード検索 /書き込み済みカウントデータ取得

＜リセット要因：コールドスタートハードウェアリセット、電圧監視0リセット、パワーオフ1
モード解除＞

データフラッシュ領域から空レコードを検索し、書き込みアドレスに空レコードのアドレ
ス、使用ブロック選択に空レコードのブロック番号を設定します。また、検索結果より書き
込み済みカウントデータの値を取得します。(全てのブロックがブランク (FFh)の場合は、カウ

ントデータは“0xFFFFFFFF”となります。)
＜リセット要因：ソフトウェアリセット、ウォッチドッグタイマリセット、ウォームスタート
ハードウェアリセット＞

空レコード検索 /書き込み済みカウントデータ取得は行いません。

(3) データフラッシュへの書き込み
＜リセット要因：パワーオフ1モード解除＞

カウントデータを更新し、書き込みアドレスにカウントデータを書き込みます。
＜リセット要因：パワーオフ1モード解除以外＞

データフラッシュへの書き込みは行いません。
(4) パワーオフ1モード移行

パワーオフ1モードに移行します。(パワーオフ1モード移行時にWKUP0端子が“L”の場合は、

一旦、パワーオフ1モード移行後、すぐに解除します。)
(5) パワーオフ1モード解除

WKUP0端子への“L”パルス入力、またはタイマREの分周期割り込み発生によりパワーオフ1モー

ドを解除します。
(6) 以降、(1)~(5)を繰り返します。
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4.2 データフラッシュ領域の書き込みアドレス検索方法

本アプリケーションノートでは1レコードを4バイトとし、ブロックを256分割します。使用するブロッ

ク (ブロックA、ブロックB)では 512レコードになります。図 4.1にデータフラッシュとレコードの関係

図を示します。

図 4.1 データフラッシュとレコードの関係図

4.2.1 空レコード検索 (データ “FFh”サーチ )

データフラッシュに書き込んだデータは、電源を切っても保持されます。そのため、リセットスター

ト後に全てのデータが“FFh”であるレコード (空レコード )を検索します。

以下に空レコードの検索方法について説明します。

(1) レコード0の先頭番地にサーチポインタを設定します。

図 4.2 サーチポインタをレコード0の先頭番地に配置

(2) サーチポインタが示すレコードが空レコード (ALL“FFh”)であるかをチェックします。

レコード003000h

レコード1

レコード254

レコード255

ブロックA

03004h

033F8h

033FCh

03400h レコード256

レコード257

レコード510

レコード511

ブロックB

03404h

037F8h

037FCh

レコード構成

1バイト 1バイト 1バイト 1バイト

4バイト

データあり

データあり

データなし

データあり

レコード0

レコード1

レコードn-1

レコードn

サーチポインタ

サーチポインタをレコード0の
先頭番地に配置
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(3) 空レコードでなかった場合は、サーチポインタを次のレコードの先頭番地に設定します。

図 4.3 サーチポインタ更新

(4) 空レコードが見つかるか、ブロックAの全てのレコードをチェックするまで (2)～ (3)を繰り

返し実行します。

(5) 同様にブロックB(レコード256以降 )に対して (1)～ (4)を実行します。

(6) ブロックA、ブロックBに対して検索した結果により、使用ブロックおよび書き込みアドレ

スを設定します。表 4.1に検索結果と使用ブロック /書き込みアドレスを示します。

表 4.1 検索結果と使用ブロック /書き込みアドレス

検索結果 図
参照

使用
ブロック

書き込み
アドレス

イレーズ
実行ブロックブロックA ブロックB

全て空レコード 全て空レコード － ブロックA ブロックA先頭 実行しない

書き込みレコードあり 全て空レコード 図 4.4 ブロックA ブロックA検索結果 実行しない

全て書き込みレコード
(空レコードなし )

全て空レコード － ブロックB ブロックB先頭 実行しない

全て空レコード 書き込みレコードあり 図 4.5 ブロックB ブロックB検索結果 実行しない

全て空レコード 全て書き込みレコード
(空レコードなし )

－ ブロックA ブロックA先頭 実行しない

全て書き込みレコード
(空レコードなし )

書き込みレコードあり 図 4.6 ブロックB ブロックB検索結果 ブロックA

書き込みレコードあり 全て書き込みレコード
(空レコードなし )

図 4.7 ブロックA ブロックA検索結果 ブロックB

全て書き込みレコード
(空レコードなし )

全て書き込みレコード
(空レコードなし )

図 4.8 ブロックA ブロックA先頭 ブロックA
ブロックB

書き込みレコードあり 書き込みレコードあり 図 4.9 ブロックA ブロックA先頭 ブロックA
ブロックB

サーチポインタを次のレコード
の先頭番地に配置

サーチポインタ更新
データあり

データあり

データなし

データあり

レコード0

レコード1

レコードn-1

レコードn
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図 4.4 ブロックA：書き込みレコードあり／ブロックB：全て空レコード

図 4.5 ブロックA：全て空レコード／ブロックB：書き込みレコードあり

図 4.6 ブロックA：全て書き込みレコード／ブロックB：書き込みレコードあり

レコードn 、が空レコードの場合 デ
ータ書き込みアドレスにレコードn

。の先頭番地を設定 
使用ブロックをブロックA 。とする 

サーチポインタ

ブロックA

ブロックB

データあり

データあり

データなし

データあり

レコード0

レコード1

レコードn-1

レコードn

データなし レコードn+1

データなし

レコードn 、が空レコードの場合 デ
ータ書き込みアドレスにレコードn

。の先頭番地を設定 
使用ブロックをブロックB 。とする 

サーチポインタ

ブロックA

ブロックB

レコード0

レコード1

レコードnデータなし

データあり

データあり

レコード255

レコード256

レコードn-1

データなし

データなし

データなし

レコードn 、が空レコードの場合 デ
ータ書き込みアドレスにレコードn

。の先頭番地を設定 
使用ブロックをブロックB 。とする 

サーチポインタ

ブロックA

ブロックB

データあり

データあり

データあり

レコード0

レコード1

レコードnデータなし

データあり

データあり

レコード255

レコード256

レコードn-1
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図 4.7 ブロックA：書き込みレコードあり／ブロックB：全て書き込みレコード

図 4.8 ブロックA：全て書き込みレコード／ブロックB：全て書き込みレコード

図 4.9 ブロックA：書き込みレコードあり／ブロックB：書き込みレコードあり

レコードn 、が空レコードの場合 デ
ータ書き込みアドレスにレコードn

。の先頭番地を設定 
使用ブロックをブロックA 。とする 

サーチポインタ

ブロックA

ブロックB

データあり

データあり

レコード0

レコード511

データなし

データあり

レコードn

レコード256

データあり

データなし

レコードn+1

レコードn-1

ブロックA

ブロックB

データあり

データあり

レコード0

レコード1

レコード255

レコード256データあり

データあり レコード257

レコード511

データあり

データあり

サーチポインタ

レコードが全て書き込みレコード
、の場合 ブロックA、 Bをイレーズ

、した後 データ書き込みアドレス
にブロックA 。の先頭番地を設定 
使用ブロックをブロックA 。とする 

ブロックA

ブロックB

データあり

データあり

データなし

レコード0

レコード1

レコード255

レコード256データあり

データあり

データなし

レコード257

レコード511

サーチポインタ

ブロックA、 Bが書き込みレコードあり
、の場合 ブロックA、 Bをイレーズした

、後 データ書き込みアドレスにブロッ
クA 。の先頭番地を設定 
使用ブロックをブロックA 。とする 
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4.3 必要メモリサイズ

表 4.2に必要メモリサイズを示します。

必要メモリサイズはCコンパイラのバージョンやコンパイルオプションにより異なります。

4.4 定数一覧

表 4.3にサンプルコードで使用する定数を示します。

表 4.2 必要メモリサイズ

使用メモリ サイズ 備考

ROM 1179バイト r01an0366_srcモジュール内

RAM 14バイト r01an0366_srcモジュール内

最大使用ユーザスタック 33バイト

最大使用割り込みスタック 18バイト

表 4.3 サンプルコードで使用する定数

定数名 設定値 内容

COLD_HARDWARE_RST 0 ハードウェアリセット (コールドスタート )

LVD_RST 1 電圧監視0リセット

SOFTWARE_RST 2 ソフトウェアリセット

WDT_RST 3 ウォッチドッグタイマリセット

WARM_HARDWARE_RST 4 ハードウェアリセット (ウォームスタート )

POWER_OFF_MODE 5 パワーオフ1モード解除

BLOCK_A (unsigned char *)
0x03000

ブロックAの先頭アドレス

BLOCK_A_END (unsigned char *)
0x033FF

ブロックAの最終アドレス

BLOCK_B (unsigned char *)
0x03400

ブロックBの先頭アドレス

BLOCK_B_END (unsigned char *)
0x037FF

ブロックBの最終アドレス

RECORD_SIZE 4 1レコードのサイズ

BLOCK_A_SELECT 0 使用ブロックがブロックA

BLOCK_B_SELECT 1 使用ブロックがブロックB

NORMAL 0x00 正常終了

CMD_SEQ_ERROR 0x01 コマンドシーケンスエラー

ERS_BLK_CHK_ERROR 0x02 イレーズ /ブランクチェックエラー

PROGRAM_ERROR 0x03 プログラムエラー

ALL_FF_BLOCK_A 0x00 ブロックA全て空レコード

WRITE_BLOCK_A 0x01 ブロックA書き込みレコードあり

ALL_XX_BLOCK_A 0x02 ブロックA全て書き込みレコード

ALL_FF_BLOCK_B 0x00 ブロックB全て空レコード

WRITE_BLOCK_B 0x10 ブロックB書き込みレコードあり

ALL_XX_BLOCK_B 0x20 ブロックB全て書き込みレコード
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4.5 構造体 /共用体一覧

図 4.10にサンプルコードで使用する構造体 /共用体を示します。

図 4.10 サンプルコードで使用する構造体 /共用体

4.6 変数一覧

表 4.4にグローバル変数を示します。

4.7 関数一覧

表 4.5に関数を示します。

表 4.4 グローバル変数

型 変数名 内容 使用関数

byte_dt DataStr カウントデータ user_program、

write_address_init、
set_data

unsigned char block_select 使用ブロック選択 write_address_init、
data_write

unsigned char *read_addr 読み出しアドレス write_address_init

unsigned char *write_addr 書き込みアドレス write_address_init、
data_write

unsigned char record_data
[RECORD_SIZE]

書き込み用レコード write_control

unsigned char write_req 書き込み要求     1：書き込み要求あり

0：書き込み要求なし

main、user_program

表 4.5 関数

関数名 概要

reset_check リセット要因判別処理

mcu_init システムクロック設定処理

user_program ユーザプログラム処理

timer_re_init タイマRE初期設定処理

power_control パワーコントロール処理

write_address_init レコード書き込みアドレス初期設定処理

write_control データ書き込み制御処理

set_data 書き込みデータ設定処理

block_erase ブロックイレーズ処理

data_write プログラムコマンド処理

full_sts_chk フルステータスチェック処理

typedef union{
    unsigned long all;
    struct{
        unsigned char lower; /* 下位データ */
        unsigned char middle_lower; /* 中下位データ */
        unsigned char middle_upper; /* 中上位データ */
        unsigned char upper; /* 上位データ */
    }byte;
}byte_dt;
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4.8 関数仕様

サンプルコードの関数仕様を示します。

reset_check 

概　要 リセット要因判別処理

ヘッダ なし

宣　言 unsigned char reset_check(void)

説　明 リセット要因を判別し結果を返します。

引　数 なし

リターン値 ●コールドスタートハードウェアリセット：COLD_HARDWARE_RST(0)
●電圧監視0リセット：LVD_RST(1)
●ソフトウェアリセット：SOFTWARE_RST(2)
●ウォッチドッグタイマリセット：WDT_RST(3)
●ウォームスタートハードウェアリセット：WARM_HARDWARE_RST(4)
●パワーオフ1モード解除：POWER_OFF_MODE(5)

備　考 －

mcu_init

概　要 システムクロック設定処理

ヘッダ なし

宣　言 void mcu_init(void)

説　明 クロックの設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考 －

user_program

概　要 ユーザプログラム処理

ヘッダ なし

宣　言 void user_program(unsigned char reset_result)

説　明 ユーザプログラムの処理を行います。必要に応じて処理を追加してください。
本アプリケーションノートでは、パワーオフ1モード解除によるリセット回数をカウ

ントして、データフラッシュ書き込み要求 (write_req)に “1”を設定します。

引　数 第一引数：reset_result ：リセット要因判別結果

リターン値 なし

備　考 －

timer_re_init

概　要 タイマRE初期設定処理

ヘッダ なし

宣　言 void timer_re_init(void)

説　明 タイマREをリアルタイムクロックモードで使用するための初期設定を行います。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考 －
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power_control

概　要 パワーコントロール処理

ヘッダ なし

宣　言 void power_control(void)

説　明 パワーオフ1モードに移行します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考 －

write_address_init

概　要 レコード書き込みアドレス初期設定処理

ヘッダ なし

宣　言 void write_address_init(void)

説　明 各ブロックの空レコードを検索し、ブロックの使用状況により使用ブロックを選択し
ます。その後、空レコードの先頭番地を書き込みアドレス (write_addr)に設定します。

また、最終書き込みレコードを読み出し、カウントデータに設定します。

引　数 なし

リターン値 なし

備　考 －

write_control

概　要 データ書き込み制御処理

ヘッダ なし

宣　言 unsigned char write_control(void)

説　明 書き込みデータ設定処理で設定したカウントデータの書き込みを行います。

引　数 なし

リターン値 ●正常終了：NORMAL(0x00)
●コマンドシーケンスエラー：CMD_SEQ_ERROR(0x01)
●イレーズ /ブランクチェックエラー：ERS_BLK_CHK_ERROR(0x02)
●プログラムエラー：PROGRAM_ERROR(0x03)

備　考 －

set_data

概　要 書き込みデータ設定処理

ヘッダ なし

宣　言 void set_data(unsigned char *data)

説　明 引数のアドレスにカウントデータを設定します。

引　数 第一引数：data ：書き込みデータ先頭アドレス

リターン値 なし

備　考 －
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block_erase

概　要 ブロックイレーズ処理

ヘッダ なし

宣　言 unsigned char block_erase(unsigned char block_no)

説　明 指定したブロックをCPU書き換えモード (EW1モード )で消去します。

イレーズ終了後、フルステータスチェック処理を行い、結果を返します。

引　数 第一引数：block_no ：イレーズブロック番号

リターン値 ●正常終了：NORMAL(0x00)
●コマンドシーケンスエラー：CMD_SEQ_ERROR(0x01)
●イレーズ /ブランクチェックエラー：ERS_BLK_CHK_ERROR(0x02)
●プログラムエラー：PROGRAM_ERROR(0x03)

備　考 －

data_write

概　要 プログラムコマンド処理

ヘッダ なし

宣　言 unsigned char data_write(unsigned char *data)

説　明 書き込みアドレス (write_addr)から1レコード分のデータをCPU書き換えモード (EW1
モード )で書き込みます。1バイト書き込む毎にフルステータスチェック処理を行い、

結果を返します。

引　数 第一引数：data ：書き込みデータ先頭アドレス

リターン値 ●正常終了：NORMAL(0x00)
●コマンドシーケンスエラー：CMD_SEQ_ERROR(0x01)
●イレーズ /ブランクチェックエラー：ERS_BLK_CHK_ERROR(0x02)
●プログラムエラー：PROGRAM_ERROR(0x03)

備　考 －

full_sts_chk

概　要 フルステータスチェック処理

ヘッダ なし

宣　言 unsigned char full_sts_chk(unsigned char *chk_adr)

説　明 フルステータスチェックを行い、結果を返します。

引　数 第一引数：chk_adr ：イレーズコマンド、プログラムコマン
   ドを書き込んだアドレス

リターン値 ●正常終了：NORMAL(0x00)
●コマンドシーケンスエラー：CMD_SEQ_ERROR(0x01)
●イレーズ /ブランクチェックエラー：ERS_BLK_CHK_ERROR(0x02)
●プログラムエラー：PROGRAM_ERROR(0x03)

備　考 －
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4.9 フローチャート

4.9.1 メイン処理

図 4.11にメイン処理のフローチャートを示します。

図 4.11 メイン処理

main

マスカブル割り込み禁止

システムクロック設定処理
mcu_init()

高速オンチップオシレータモード設定
XCINクロック発振設定

Iフラグ ← 0

リセット要因判別処理
reset_check()

判別結果

“コールドハードウェアリセット”“電圧監視0リセット”“パワーオフ1モード解除”

default

レコード書込アドレス
初期設定処理

write_address_init()

ユーザプログラム処理
user_program()

書き込み要求あり?

Yes

No

データ書き込み制御処理
write_control()

データ書き込み結果

コマンドシーケンスエラー発生

イレーズエラー/ブランクチェックエラー発生

プログラムエラー発生

default

コマンドシーケンスエラー処理
(注1)

イレーズエラー/ブランクチェッ
クエラー処理(注1)

プログラムエラー処理(注1)

エラー発生なし

正常処理(注1)

パワーコントロール処理
power_control()

パワーオフ1モード移行

次レコード書き込みアドレス設定
および最終書き込みデータ読み出し

カウントデータ書き込み

判別結果取得

注1. 、本アプリケーションノートではコマンドシーケンスエラー処理 イレーズエラー/ 、ブランクチェックエラー処理 
       、プログラムエラー処理 。 。正常処理を行っておりません 必要に応じて処理を行ってください 

タイマRE初期設定処理
timer_re_init()

リアルタイムクロックモード設定

マスカブル割り込み許可 Iフラグ ← 1

カウントデータ更新
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4.9.2 リセット要因判別処理

図 4.12にリセット要因判別処理のフローチャートを示します。

図 4.12 リセット要因判別処理

reset_check

パワーオフ1モード
解除検出?

Yes
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検出?

return(COLD_HARDWARE_RST)return(LVD_RST)

Yes

No

ソフトウェアリセット
検出?

Yes

No

return(SOFTWARE_RST)

ウォッチドッグタイマ
リセット検出?

return(WDT_RST)

ハードウェアリセット
検出?

No

Yes

Yes

No

return
(WARM_HARDWARE_RST)

return
(COLD_HARDWARE_RST)

POMCR0レジスタ
POM00ビットの読み出し : 0:未検出 1:検出
POM06ビットの読み出し : 0:未検出 1:検出

RSTFRレジスタ
CWRビット ← 1

RSTFRレジスタ
CWRビット ← 1

RSTFRレジスタ
CWRビットの読み出し : 0:コールドスタート 1:ウォームスタート

RSTFRレジスタ
HWRビットの読み出し : 0:未検出 1:検出

RSTFRレジスタ
SWRビットの読み出し : 0:未検出 1:検出

RSTFRレジスタ
WDRビットの読み出し : 0:未検出 1:検出

RSTFRレジスタ
HWRビットの読み出し : 0:未検出 1:検出

Yes

No
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4.9.3 システムクロック設定処理

図 4.13にシステムクロック設定処理のフローチャートを示します。

図 4.13 システムクロック設定処理

mcu_init

プロテクト解除 PRCRレジスタ
PRC0ビット ← 1 : CM0、CM1、OCD、 FRA0、FRA2レジスタ

への書き込み許可

低速オンチップオシレータ発振
CM1レジスタ

CM14ビット ← 0 : 低速オンチップオシレータ発振

高速オンチップオシレータ発振
FRA0レジスタ

FRA00ビット ← 1

発振安定待ち

システムクロック選択
FRA0レジスタ

FRA01ビット ← 1 : 高速オンチップオシレータ選択
CM0レジスタ

CM07ビット ← 0 : オンチップオシレータクロック選択
OCDレジスタ

OCD2ビット ← 1 : オンチップオシレータクロック選択

CPUクロックの設定 CM1レジスタ ← 00h
CM17-CM16ビット = 00b : CPUクロックの分周なし

CM0レジスタ
CM06ビット ← 0 : CM1レジスタのCM16、CM17ビット有効

プロテクト設定 PRCRレジスタ
  PRC0ビット ← 0 : CM0、CM1、OCD、 FRA0、 FRA2レジスタ
　　　　　　　　　　　　　　　　　への書き込み禁止

return

XCIN外部クロック入力禁止
CM0レジスタ

CM04ビット ← 0

XCINクロック発振
CM0レジスタ

CM03ビット ← 0

高速オンチップオシレータ
クロック設定

FRA2レジスタ ← 00h
FRA22-FRA20ビット = 000b : 2分周モード

XCINクロック停止
CM0レジスタ

CM03ビット ← 1
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4.9.4 ユーザプログラム処理

図 4.14にユーザプログラム処理のフローチャートを示します。

図 4.14 ユーザプログラム処理

user_program

return

データフラッシュ書き込み要求
セット

パワーオフ1モード
解除要因検出?

Yes

No

カウントデータ
オーバフロー ?

Yes

No

カウントデータ初期化 カウントデータインクリメント

[引数]
unsigned char reset_result： リセット要因判別結果
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4.9.5 タイマRE初期設定処理

図 4.15にタイマRE初期設定処理のフローチャートを示します。

図 4.15 タイマRE初期設定処理

timer_re_init

return

タイマRE割り込み禁止

タイマREカウント停止
TRECR1レジスタ

TSTARTビット ← 0

タイマREカウント停止待ち

タイマREモード設定 TRECSRレジスタ ← 08h : リアルタイムクロックモード

タイマRE制御レジスタ設定
TRECR1レジスタ ← 48h

TOENAビット = 0 : クロック出力禁止
H12_H24ビット = 1 : 24時間モード

TRECR2レジスタ ← 08h
MNIEビット = 1 : 分周期割り込み許可

タイマRE割り込み許可
TREICレジスタ ← 01h

LVL2-ILVL0ビット = 001b : レベル1

注1. このビットを“1 、”にした後 “0 。”にすると次の状態になります 
 ・TRESEC、TREMIN、TREHR、TREWK、TRECR2レジスタが“00h”
 ・TRECR1レジスタのTCSTF、INT、PM、H12_H24、TSTARTビットが“0”
 ・8ビットカウンタが“00h 、” 4ビットカウンタが“0h”

タイマREカウント開始

タイマREカウント開始待ち

TRECR1レジスタ
TSTARTビット ← 1

TRECR1レジスタ
TCSTFビットの読み出し  ：0:カウント停止中 1:カウント中

TRECR1レジスタ
TCSTFビットの読み出し : 0:カウント停止中 1:カウント中

タイマREリセット(注1)
TRECR1レジスタ

TRERSTビット ← 1     ： リセットビットを“1 、”にした後 “0”にする

TREICレジスタ ← 00h
ILVL2-ILVL0ビット = 000b       ： レベル0(割り込み禁止)
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4.9.6 パワーコントロール処理

図 4.16にパワーコントロール処理のフローチャートを示します。

図 4.16 パワーコントロール処理

power_control

return

CPU書き換えモード無効
FMR0レジスタ

FMR01ビット ← 0 : CPU書き換えモード無効

POMCR0レジスタ ← 01h
POM00ビット = 1 : パワーオフ1モード選択

ウェイトモードへ移行 WAIT命令を実行

注1. POMCR0 。レジスタにアクセスしてからパワーオフモードへ移行するまでには数マイクロ秒の期間が必要です 

POMCR0レジスタ ← 88h : 固定値

POMCR0レジスタ ← 15h : 固定値

POMCR0レジスタ ← 92h : 固定値

POMCR0レジスタ ← 25h : 固定値

パワーオフ1モードへ移行(注1)

NOP命令を4回実行
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4.9.7 レコード書き込みアドレス初期設定処理

図 4.17～図 4.19にレコード書き込みアドレス初期設定処理のフローチャートを示します。

図 4.17 レコード書き込みアドレス初期設定処理 (1/3)
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図 4.18 レコード書き込みアドレス初期設定処理 (2/3)
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図 4.19 レコード書き込みアドレス初期設定処理 (3/3)

ブロックの使用状況

ブロックA 、全て空レコード ブロックB全て空レコード

ブロックA 、書き込みレコードあり ブロックB全て空レコード

ブロックA 、全て書き込みレコード ブロックB全て空レコード

default

使用ブロックにブロックAを選択
書き込みアドレスにブロックAの先頭を設定
読み出しアドレスにブロックAの先頭を設定

使用ブロックにブロックAを選択
書き込みアドレスにブロックAの検索結果アドレスを設定

読み出しアドレスに(ブロックAの検索結果-1レコード)アドレスを設定

使用ブロックにブロックBを選択
書き込みアドレスにブロックBの先頭アドレスを設定
読み出しアドレスにブロックAの最終アドレスを設定

使用ブロックにブロックBを選択
書き込みアドレスにブロックBの検索結果アドレスを設定

読み出しアドレスに(ブロックBの検索結果-1レコード)アドレスを設定

使用ブロックにブロックAを選択
書き込みアドレスにブロックAの先頭アドレスを設定
読み出しアドレスにブロックBの最終アドレスを設定

ブロックA 、全て空レコード ブロックB書き込みレコードあり

ブロックA 、全て空レコード ブロックB全て書き込みレコード

ブロックA 、全て書き込みレコード ブロックB書き込みレコードあり

使用ブロックにブロックBを選択
書き込みアドレスにブロックBの検索結果アドレスを設定

読み出しアドレスに(ブロックBの検索結果-1レコード)アドレスを設定

使用ブロックにブロックAを選択
書き込みアドレスにブロックAの検索結果アドレスを設定

読み出しアドレスに(ブロックAの検索結果-1レコード)アドレスを設定

ブロックA書き込みレコードあり、 ブロックB全て書き込みレコード

ブロックAのイレーズ
処理が正常終了?

Yes

No

必要に応じて処理を追加(注1)

ブロックBのイレーズ
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必要に応じて処理を追加(注1)

No

使用ブロックにブロックAを選択
書き込みアドレスにブロックAの先頭アドレスを設定
読み出しアドレスにブロックAの先頭アドレスを設定
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Yes
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No

ブロックBのイレーズ
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Yes
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読み出しアドレスから
カウントデータを読み出す

B

return

必要に応じて処理を追加(注1)

注1. 、本アプリケーションノートではコマンドシーケンスエラー処理 イレーズエラー/ 、ブランクチェックエラー処理 
    、  プログラムエラー処理 。 。正常処理を行っておりません 必要に応じて処理を行ってください 
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4.9.8 データ書き込み制御処理

図 4.20にデータ書き込み制御処理のフローチャートを示します。

図 4.20 データ書き込み制御処理

4.9.9 書き込みデータ設定処理

図 4.21に書き込みデータ設定処理のフローチャートを示します。

図 4.21 書き込みデータ設定処理

write_control

return(result)

プログラムコマンド処理
data_write()

書き込みデータ設定処理
set_data()

書き込み用レコードにカウントデータを設定

データフラッシュにカウントデータを書き込む

[引数]
unsigned char *data： 書き込みデータ先頭アドレス

set_data

return

カウント下位データ書き込み設定

カウント中下位データ書き込み設定

カウント中上位データ書き込み設定

カウント上位データ書き込み設定

data[0] ← カウント下位データ

data[1] ← カウント中下位データ

data[2] ← カウント中上位データ

data[3] ← カウント上位データ
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4.9.10 ブロックイレーズ処理

図 4.22にブロックイレーズ処理のフローチャートを示します。

図 4.22 ブロックイレーズ処理

[引数]
unsigned char block_no： イレーズブロック番号

block_erase

return(result)

フラッシュメモリレディ
割り込み禁止

割り込み禁止

EW1モード選択

フラッシュメモリ制御レジスタ0
設定

使用ブロック

ブロックA

ブロックB

default

イレーズサスペンド禁止

割り込み要求でイレーズ
サスペンドリクエスト禁止

低消費電流リードモード禁止

割り込み許可

ブロックイレーズコマンド発行

使用ブロック

ブロックA

ブロックB

default

ブロックA書き換え禁止

ブロックB書き換え禁止

フルステータスチェック処理
full_sts_chk()

FMRDYICレジスタ ← 00h
ILVL2-ILVL0ビット = 000b : レベル0(割り込み禁止)

FSTレジスタ
FST7ビットの読み出し : 0:ビジー 1:レディ

Iフラグ  ← 0

FMR0レジスタ
CMDERIEビット ← 0 : イレーズ/ライトエラー割り込み禁止
BSYAEIEビット ← 0 : フラッシュアクセスエラー割り込み禁止
RDYSTIEビット ← 0 : フラッシュレディステータス割り込み禁止

FMR1レジスタ
FMR14ビット ← 1

FMR1レジスタ
FMR15ビット ← 1

FMR2レジスタ
FMR20ビット ← 0

FMR2レジスタ
FMR22ビット ← 0

FMR2レジスタ
FMR27ビット ← 0

Iフラグ  ← 1

第1バスサイクルで“20h 、” 
第2バスサイクルで“D0h”を書きます

イレーズ/プログラム終了待ち

イレーズ終了待ち

CPU書き換えモード無効
FMR0レジスタ

FMR01ビット ← 0

FSTレジスタ
FST7ビットの読み出し : 0:ビジー 1:レディ

CPU書き換えモード有効

ブロックA書き換え許可

ブロックB書き換え許可

FMR0レジスタ
FMR01ビット ←  1 : FMR01ビットを“1 、”にするときは  このビットを

“0 、”にした後 “1”にする
FMR0レジスタ

FMR02ビット ←  1 : FMR02ビットを“1 、”にするときは  このビットを
“0 、”にした後 “1”にする

FMR1レジスタ
FMR14ビット ← 0 : FMR14ビットを“0 、”にするときは このビットを

                                          “1 、”にした後 “0”にする

FMR1レジスタ
FMR15ビット ← 0 : FMR15ビットを“0 、”にするときは このビットを

                                          “1 、”にした後 “0”にする
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4.9.11 プログラムコマンド処理

図 4.23、図 4.24にプログラムコマンド処理のフローチャートを示します。

図 4.23 プログラムコマンド処理 (1/2)

[引数]
unsigned char *data： 書き込みデータ先頭アドレス

data_write

フラッシュメモリレディ
割り込み禁止

マスカブル割り込み禁止

フラッシュメモリ制御レジスタ0
設定

使用ブロック

ブロックA

ブロックB

default

ブロックA書き換え許可

ブロックB書き換え許可

イレーズサスペンド禁止

割り込み要求でイレーズ
サスペンドリクエスト禁止

低消費電流リードモード禁止

マスカブル割り込み許可

FSTレジスタ
FST7ビットの読み出し : 0:ビジー 1:レディ

Iフラグ  ← 0

FMR0レジスタ
CMDERIEビット ← 0 : イレーズ/ライトエラー割り込み禁止
BSYAEIEビット ← 0 : フラッシュアクセスエラー割り込み禁止
RDYSTIEビット ← 0 : フラッシュレディステータス割り込み禁止

FMR2レジスタ
FMR20ビット ← 0

FMR2レジスタ
FMR22ビット ← 0

FMR2レジスタ
FMR27ビット ← 0

Iフラグ  ← 1

イレーズ/プログラム終了待ち

A

FMRDYICレジスタ ← 00h
ILVL2-ILVL0ビット = 000b : レベル0(割り込み禁止)

EW1モード選択

CPU書き換えモード有効
FMR0レジスタ

FMR01ビット ←  1 : FMR01ビットを“1 、”にするときは  このビットを
   “0 、”にした後 “1”にする

FMR0レジスタ
FMR02ビット ←  1 : FMR02ビットを“1 、”にするときは  このビットを

 “0 、”にした後 “1”にする

FMR1レジスタ
FMR14ビット ← 0 : FMR14ビットを“0 、”にするときは このビットを

                                         “1 、”にした後 “0”にする

FMR1レジスタ
FMR15ビット ← 0 : FMR15ビットを“0 、”にするときは このビットを

                                         “1 、”にした後 “0”にする
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図 4.24 プログラムコマンド処理 (2/2)

return(result)

CPU書き換えモード無効
FMR0レジスタ

FMR01ビット ← 0

プログラムコマンド発行

使用ブロック

ブロックA

ブロックB

default

ブロックA書き換え禁止

ブロックB書き換え禁止

フルステータスチェック処理
full_sts_chk()

FMR1レジスタ
FMR14ビット ← 1

FMR1レジスタ
FMR15ビット ← 1

第1バスサイクルで40h 、を 
第2バスサイクルでデータを書きます

プログラム終了待ち
FSTレジスタ

FST7ビットの読み出し : 0:ビジー 1:レディ

A

1レコード分
書き込み完了?

Yes

No
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4.9.12 フルステータスチェック処理

図 4.25にフルステータスチェック処理のフローチャートを示します。

図 4.25 フルステータスチェック処理

full_sts_chk

コマンドシーケンス
エラー?

Yes

No

イレーズ/
ブランクチェックエラー?

クリアステータスコマンド発行

return(CMD_SEQ_ERROR)

Yes

No

return(ERS_BLK_CHK_ERROR)

プログラムエラー?

return(PROGRAM_ERROR)

No

Yes

return(NOMAL)

クリアステータスコマンド発行

クリアステータスコマンド発行

[引数]
unsigned char *chk_adr： 、 イレーズコマンド またはプログラムコマンドを書き込んだアドレス

FSTレジスタ
FST4ビットの読み出し : 0:プログラムエラーなし 1:プログラムエラーあり
FST5ビットの読み出し : 0:イレーズエラー/ブランクチェックエラーなし
                            1:イレーズエラー/ブランクチェックエラーあり

FSTレジスタ
FST5ビットの読み出し : 0:イレーズエラー/ブランクチェックエラーなし

  1:イレーズエラー/ブランクチェックエラーあり

第1バスサイクルで“50h”を書く

第1バスサイクルで“50h”を書く

第1バスサイクルで“50h”を書く

FSTレジスタ
FST4ビットの読み出し : 0:プログラムエラーなし 1:プログラムエラーあり
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5. サンプルコード
サンプルコードは、ルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。

6. 参考ドキュメント
R8C/L3AMグループ ユーザーズマニュアル ハードウェア編　Rev.1.00

(最新版をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

テクニカルアップデート /テクニカルニュース

(最新の情報をルネサス エレクトロニクスホームページから入手してください。)

ホームページとサポート窓口
ルネサス エレクトロニクスホームページ

http://japan.renesas.com/

お問合せ先
http://japan.renesas.com/inquiry
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製品ご使用上の注意事項 

ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 
【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 
CMOS 製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端

子を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI 周辺のノイズが印加され、LSI 内部で貫通電流が

流れたり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子

の処理」で説明する指示に従い処理してください。 
2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 
電源投入時には、LSI の内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定で

す。 
外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子

の状態は保証できません。 
同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットの

かかる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 
3. リザーブアドレス（予約領域）のアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレス（予約領域）のアクセスを禁止します。 
アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレス（予約領域）がありま

す。これらのアドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしない

ようにしてください。 
4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 
プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてくださ

い。 
リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、

クロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子

（または外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定し

てから切り替えてください。 
5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実施してくださ

い。 
同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部 ROM、レイアウトパターンの相違などにより、電

気的特性の範囲で、特性値、動作マージン、ノイズ耐量、ノイズ輻射量などが異なる場合がありま

す。型名が違う製品に変更する場合は、個々の製品ごとにシステム評価試験を実施してください。 
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